
 

 【生物：第７章「過去の傾向と少し毛色が違う問題」 

2010 年大阪大学前期試験より】 [実験２] 
  この目印物質は遺伝子によって支配されている。

用意された純系マウスは、この目印に関する遺伝子

型がホモである。そこで、Ａ系統の遺伝子型は AA、

Ｂ系統の遺伝子型は BB としよう。交配マウスの遺

伝子型は AB のヘテロとなるので、Ａの目印とＢの

目印を併せ持つことになる。そのため、交配マウス

は、目印Ａを持った細胞と目印Ｂを持った細胞の両

方を自己と見なすので、攻撃することはない。即ち

交配マウスにＡ系統の細胞を移植しても、Ｂ系統の

細胞を移植しても、交配マウスの細胞を移植しても、

いずれも生着することになる。しかし、Ａ系統のマ

ウスに交配マウスの細胞を移植すると、移植した細

胞は目印Ａと目印Ｂの両方を持つので、そのうち目

印Ｂが免疫攻撃の対象となるので、拒絶される。 

 実は大阪大学の入試問題は、2009 年度から、従来

よりも少し易化している。さらに、問題文にヒント

のリード文が含まれており、本文の流れに沿って要

約した上で問題を解くことが解答への近道になって

いる。もちろん、高度な知識力や思考力、論述力が

必要なのだが、全く手も足も出ないと言うレベルで

はなくなってきている。この傾向は京都大学や東京

大学でも同様なので、本文をいかに早く理解して要

約するかが合格へのカギになっていると言えよう。 

 また、2010 年度は、記述式にすべて字数制限が設

けられている。枠指定と字数指定が混在するのが今

までの大阪大学入試の特徴だったが、今回に限って

言えば、すべて字数指定である。以上の２点で、傾

向的な学習に頼りきっていた人は面食らっただろう。  
 

［問４］ 
 さて、問題の内容は「組織適合性抗原」と「拒絶

反応」に関する実験問題である。『組織適合性抗原』

とは「１個１個の細胞についている『この細胞は自

分の細胞である』という目印」で、タンパク質でで

きている。その中でも重要な代表例は白血球の「Ｈ

ＬＡ：ヒト白血球型抗原」で、いわば白血球の血液

型である。Ｔ細胞は、自分と異なる目印を持った細

胞＝「非自己」を攻撃する。そのため、臓器移植で

他人の器官を移植した場合は、当然、自分と異なる

目印を持った細胞が体内に侵入してきたことになる

ので、Ｔ細胞が免疫攻撃をかける＝拒絶反応がおこ

る。（ちなみに自己を攻撃するリンパ球はいない） 

これらの実験結果から、通常の人に対する臓器移植

では、移植臓器の組織適合性抗原が自己であれば、

絶対に拒絶反応がおこらない。そのため、自己の体

細胞から作った iPS 細胞から臓器を作り出し、それ

を自分自身に移植すれば、完全に自己の組織が移植

されたわけだから、拒絶反応の心配は全くない。 

 

問題の解答例 

問１：ア：２ イ：５ ウ：３ エ：５ オ：７ 

問２：カ：１ キ：２ ク：１ ケ：２ 

問３：Ｔ細胞は自分と異なる組織適合性抗原を持つ 

細胞を攻撃する。Ａ×ＢマウスにはＡ系統と 
 

とＢ系統の組織適合性抗原が発現するので、 
[実験１] 

Ａ系統の皮膚細胞を移植しても拒絶しない。 
 ａ系統はリンパ球が存在しないので、免疫攻撃（拒

絶反応）をかけられない。そのため、何を移植して

も、拒絶することはない。しかしａ系統の組織には、

Ａ系統の目印物質が存在するので、Ａ系統に移植し

たら生着するが、Ｂ系統へ移植すると拒絶される。 

問４：自己の体細胞から作られたｉＰＳ細胞から作 

った細胞や組織は、元々の自己と完全に同じ 

組織適合性抗原を持っているので、その組織 

等を移植した場合は、自分自身のＴ細胞から 

の免疫攻撃されず、拒絶反応がおこらない。 
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